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2026 年度 国内競技規則 リアブレーキマスターシリンダーへのリターンスプリング追加に関して 

 

MFJ国内競技規則内、各クラス技術仕様においてST1000・ST600・JP-SPORT の各クラスに対する
リアマスターシリンダーのプッシュロッド部分へのリターンスプリング追加に対する 
MFJ からのインフォメーションが発行されており、下記の通り解釈の統一を行いますので 
ご案内いたします。 
 

公示 

 

ST1000・JP-SPORT は、上記規則に対してリアマスターシリンダーは公認時の状態を維持することが記載さ

れており、 

ST600 では、規則書に当該箇所に関する記載がありません（＝改造・変更は認められない）。  

リアマスターシリンダーのプッシュロッド部分は、各車両メーカーのパーツリストでは、 “リアマスターシリンダーASSY” 

の一部分となっており、ST 車両の規則のベースとなっている、FIM EWC SST クラスにおいても、リアマスターシリ

ンダーは公認時の状態を維持することが明記されています。 

 

リアマスターシリンダー部分へのリターンスプリングの追加は、『改造』=オリジナル 

（車両公認時に 装着されたもの）のパーツに対し切削、追加、研磨を行う行為と解釈され、 

ST1000・ST600・ JP-SPORT では、車両規則違反となります。  

ただし、リアマスターシリンダーのプッシュロッド端部（ペダルと結合される部分）をピロボールに変更することは、 

当該箇所が “リアマスターシリンダーASSY” の一部分ではないと解釈されるため、 

車両規則違反とはなりません。 

以上 


